
１  主　　催　　 島根県・島根県教育委員会・（公財）島根県体育協会・島根県自転車競技連盟

２  共　　催　 （公財）日本自転車競技連盟 ・ 島根県高等学校体育連盟

３  後　　援　 大田市 ・ 大田市教育委員会 ・ 大田市体育協会 ・ 雲南市 ・ 奥出雲町

雲南市教育委員会 ・ 奥出雲町教育委員会 ・ 雲南市体育協会

奥出雲町体育協会  ・ （公財）ＪＫＡ ・ ＮＰＯ法人さくらおろち

４　主　　管　　 島根県自転車競技連盟

５　期日場所　　 ２０２３年(令和５年)７月８日(土)　トラック：大田自転車競技場　

　　(1)監督会議　　 ９：３０ 大田自転車競技場管理棟２Ｆ

　　(2)開会式　  　 ９：４５ 　 

　  (3)競技開始  １０：００    

２０２３年(令和５年)７月９日(日)　ロードレース：さくらおろち湖自転車競技施設

　　(1)受付・出走サイン　　 ８：３０　　

　　(2)男子スタート　　　　　 １０：００　　

　　(3)女子スタート　　　　　 １０：０１

６　参加料 １名につき一般・高校生・女子ともにトラック３，０００円（当日徴収）

ロードレースについてはスポーツエントリーで別途３，０００円で申し込むこと。

参加料には、国体参加者傷害補償を含みます。

高校生は島根県自転車競技連盟より別途参加費補助をおこなう。

７　申込方法 トラックレース：所属チーム名、監督名、氏名、出場種目を明記し、

下記宛に申し込むこと。（メールにて送付）

住所　　：　〒690-0014 島根県松江市八雲台2-20-6

　　　　　　島根県自転車競技連盟　寺本道彦

E-mail　：　terra_micchy@sky.plala.or.jp

TEL　：　090-4897-9160             FAX　：　0852-61-5577

ロードレース：スポーツエントリー　http://www.sportsentry.ne.jp/

８　申込締切 ６月２４日（土）　事前申し込みの無い者の出走はできません。

９　参加資格 ２０２３年ＪＣＦ競技者登録を完了した者。

国民体育大会に参加の対象でない者は別途夏季記録会でエントリーのこと。

　　　　　　　　 (公財)日本体育協会が定める、国民体育大会の実施要項総則に準ずる。

ふるさと選手制度を利用する選手は、事前にふるさと登録届を提出すること。

10　競技規則 日本自転車競技連盟規則による

11　競技種目　　 （1）女子,少年,成年 200mフライングTT 7/8（土） 10:00-

（2）女子　　　　　 ５００mタイムトライアル 10:30-

（3）少年・成年　　 １kmタイムトライアル

（4）女子        　 ２kmタイムトライアル 11:15-

（5）少年　　 　 　 ３kmタイムトライアル

（6）成年        　 ４kmタイムトライアル

－－－－－昼休憩－－－－－

13:30-

（8）少年・成年　　個人ロードレース　　 7/9（日） 10:00-

女子　　個人ロードレース　　 10:01-

※競技時間は監督会議にて変更することがあります。

12　選手選考 国民体育大会の選手選考は「国民体育大会出場選手選考基準」により選考する。

13  連絡事項

1) 健康保険証を持参すること。

2) 9:00より参加選手全員車検を行うので、各自競技規則を厳守すること。

3) 競技に出場する選手はユニフォームにコマーシャルの無いものを着用すること。

4) 参加選手はＪＣＦ公認のヘルメットを着用しなければならない。

6) 国体指定強化選手でやむを得ない事由により選考会に参加できないものは、

別紙１に必要事項を記入の上、申込締切までに上記宛先まで送付すること。

7) 国体選手に選考された選手には参加手続き等を選考後に通知します。

8) ＨＰ　　http:/shimane-cf.com/

----------------------------------------------------------------------------------------

参加申込書           団体（学校）名

氏　　名 種別 １㎞TT 200mTT 3kmTT 4kmTT 女子500mＴＴ 女子2kmＴＴ

少年

成年

女子

燃ゆる感動かごしま国民体育大会島根県選考会

（7）オープンレース(ケイリン・ポイントレース)

国民体育大会参加意思のある者は、別紙「国体出場選手選考基準」に該当する
種目へ参加すること。



別紙１

国体予選欠席理由書

　　　　　　　　　　は下記の理由により'鹿児島国民体育大会島根県選考会へ出場することができません

今期の成績を添付いたしますので、選考への考慮をお願いします。

選考会に参加できない理由

参考にする大会・記録

大会名(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

200mのタイム

(　　　　　　　　　)

1kmTTのタイム

(　　　　　　　　　)

4kmIPのタイム

(　　　　　　　　　)

その他参考記録

裏面にリザルトを添付すること



国民体育大会出場選手選考基準

国民体育大会の出場選手は下記基準により選考する（上位項目を優先する）。

１．

２． 選考レースは下記とし、原則として全種目参加とする。

　　 ※ただし、成年、女子は、選手の特性に応じて、下表のとおり参加種目を限定する事ができる。

（１） 選考レースは下表とする。

種目 成年 少年 女子

200mFTT ▲ ○ ○

500mTT ○

1000mTT ○ ○

2000mTT ○

3000mTT ○

4000mTT ▲

ロードレース ▲ ○ ▲

▲：競技特性に応じて参加を免除できる。

（２）

※１：選考レースの記録は下記のいずれかとする。

・公式大会の記録（トラック種目）

・選考レース種目の計測結果（動画付き）（トラック種目）

・※２の参加状況及び結果（ロード種目）

※２：全日本選手権、大学選手権等の全国大会規模のロードレース大会

３．選考方法

（１） ２(1)，2(2)の成績等を総合的に考慮し選考委員会で選考する。

団体種目の出場選手は少年・成年の選考選手の中から選考委員会において選考する。

４．選考種目 ○印を選考する。ただし、成年及び少年選手は合わせて９名選考する

成年 少年 女子

〇

〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇 〇

3名

ロード 〇 〇 〇

4又は5名 4又は5名 3名

５．国体選手選考委員会メンバー

選考会委員長　　 吉野勝雄（理事長）

選考会副委員長 日野広和（強化部長）

国体成年・女子監督　　　 原　隆成

国体少年監督　　　　　 寺本　道彦

選考委員　　　　 久野志延（理事） 瀧　真（理事） 深谷英治（理事）

　　　　　　　　 岩本真樹（理事） 大谷剛史郎（理事） 西村　均（理事）

富田雄大(理事)

島根県自転車競技連盟

5名

4名

500TT

１kmTT

ケイリン

スプリント

ポイント

鹿児島国体　種別　種目表

スクラッチ

４Kチームパーシュート

チームスプリント

 島根県自転車競技連盟国体選手選考委員会（以後、選考委員会と呼び構成メンバー別紙にて示す）にて選考推薦をおこ
ない、理事会の承認を経て代表選手を決定する。

選考に当たっては、別紙「代表選手選考方針」基づき選考を行う。

島根県自転車競技連盟強化指定選手がやむを得ない事情により、選考レースに参加出来ない場合は、選手本
人が推薦書（別紙２）及び、当該年３月以降の選考レースの記録(※１)を選考記録会の１週間前までに提出するこ
と。

トラック
(個人)

トラック
(団体)

合計

ロードレース



別紙１

国体予選欠席理由書

　　　　　　　　　　 は下記により国民体育大会島根県選考会へ出場することができません。

今期の成績を添付いたしますので、選考への考慮をお願いします。

選考会に参加できない理由

参考にする大会・記録

大会名(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

200mのタイム

(　　　　　　　　　)

1kmTTのタイム

(　　　　　　　　　)

4kmIPのタイム

(　　　　　　　　　)

その他参考記録

裏面にリザルトを添付すること



鹿児島国体代表選手選考方針

＜全体方針＞

1) 国体本戦において得点獲得が見込まれる者を優先的に選考する。

2) 国体の獲得得点見込みを優先して選手を選考する為、個別の種目の優勝者が選出されるとは限らない。

＜成年男子選考方針＞

・国体本戦において入賞できる種目・選手を重視する

・国体予選での競走タイム及びロード順位のみで選出するのではなく、当該年度の大会結果

及び団体種目での構成も考慮し総合的に走行能力が高い選手を選出する。

＜少年男子選考方針＞

選考は下記を重視して選考する。

・国体本戦において入賞できる種目・選手を重視する。

　対象大会　春季選手権、県総体、中国総体、全日本選手権(ジュニア）

・団体種目は成年選手との混走を想定し、各選手の走力を考慮して種目選定する。

＜女子選考方針＞

・原則として、国体予選での競走タイムにより選考する。

※但し参加標準記録を設ける　200m  14秒00以内　　500m 45秒00以内　2000m　3分15秒以内  

・団体種目は、各選手の走力を考慮して種目選定する。

・原則として、国体予選での競走タイムにより選考するが、当該年度の下記大会の結果も参考とし、各選手の
競走能力を重視して種目選定を行う。


